
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新編数学Ⅱ」（啓林館） 

副教材等 パラレルノート数学Ⅱ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

丁寧にゆっくりと進んでいくので諦めずに取組んでください。 

また、考査時に授業ノート、問題集を提出してもらいます。 

 

２ 学習の到達目標 

１ 図形と方程式，及び微分と積分について理解します。また、就職試験対策の演習も実施しま

す。 

２ １の内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，それらの知識や技能を的確に

活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的な活動を通し

て，図形と方程式及

び微分と積分におけ

る考え方に関心をも

つとともに，数学的

な見方や考え方のよ

さを認識し，それら

を事象の考察に活用

しようとしているか

どうか｡ 

数学的な活動を通し

て，図形と方程式及

び微分と積分におけ

る数学的な見方や考

え方を身につけ，事

象を数学的にとら

え，論理的に考える

とともに，思考の過

程を振り返り多面

的・発展的に考えて

いるかどうか｡ 

図形と方程式及び微

分と積分において，

事象を数学的に考察

し，表現し処理する

仕方や推論の方法を

身につけ，的確に問

題を解決できるかど

うか。 

図形と方程式，及び

微分と積分におけ

る基本的な概念，原

理・法則，用語・記

号などを理解し，基

礎的な知識を身に

つけているかどう

か。 

評
価
方
法 

・授業への参加の仕

方や態度 

・授業の演習プリン

ト 

・授業のノートのま

とめ 

・パラレルノート 

・定期考査における

応用問題 

・授業中に使用する

プリント 

・パラレルノート 

・定期考査の解答 

・授業中に使用する

プリント 

・パラレルノート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学

期 

単

元 

 

学習内容 

主な評価の観点  

単元の評価基準 

 

評価方法 
a b c d 

１ 

中

間 

 

点

と

直

線 

 

第３章 図形と方程式 

１節 点と直線 

１ 直線上の点の座標 

２ 平面上の点の座標 

３ 直線の方程式 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【関心・意欲・態度】(a) 三角形

や四角形などの基本的な図形の性

質や関係を座標を利用して調べよ

うとする。(b)点と直線の距離を

求める公式に関心をもち，それを

問題の解決に用いようとする。                        

【数学的な見方や考え方】(a)三

角形の重心を座標を用いて考察す

ることができる。 (b) 座標を用

いて 2直線が平行・垂直となる条

件を考察することができる。             

【数学的な技能】(a) 数直線上，

平面上の内分点，外分点を座標を

用いて表すことができる。(b) 三

角形や四角形などの基本的な図形

を座標を用いて表現することがで

きる。(c) 点と直線の距離を求め

ることができる。【知識・理解】

(a) 三角形の重心を理解してい

る。（ｂ）2直線が平行・垂直と

なる条件を理解している。 

授業態度 

提出物  

定期考査

  

 

１ 

期

末 

演

習 

就職試験対策演習 

SPIの非言語能力問題の計

算・方程式 

１ １次方程式の解法 

２ 連立方程式の解法 

３ 年齢算 ４ 濃度算

  

５ 仕事算 ６ 損益算

  

７ 速度算 

  

   

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【関心・意欲・態度】生活における

様々な問題の解決に方程式を用い

よ う と す る 。              

【数学的な見方や考え方】(a)濃度

や速度などの割合における問題を

方程式を用いて考察することがで

きる。(b)様々な問題において方程

式を用いて考察することができ

る。【数学的な技能】(a)濃度や速度

などの問題について未知量を方程

式を用いて解くことができる。(b)

様々な問題を方程式を用いて表現

す る こ と が で き る 。           

【知識・理解】濃度や速度などの割

合における問題を方程式を用いて

解くことを理解している。 

 

授業態度 

提出物  

定期考査
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２ 

中

間 

円

の

方

程

式 

第３章 図形と方程式 

２節 円の方程式 

１ 円の方程式 

２ 円と直線 

   

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【関心・意欲・態度】円の性質や

円と直線の関係を座標を用いて考

えようとする。【数学的な見方や

考え方】(a) 2次方程式の実数解

の個数を用いて，円と直線の位置

関係を考察することができる(b)

円と直線の位置関係から円の接線

について考察することができる。            

【数学的な技能】(a) 円の方程式

を求めることができる。 (b) 円

上の点における接線と円外の点か

らの接線を求めることができる。

【知識・理解】(a) 円の方程式を

求める方法を理解している。 

(b) 円の接線とその方程式につい

て理解している。 

授業態度 

提出物  

定期考査

  

２ 

期

末 

微

分

法 

第６章 微分と積分 

１節 微分係数と導関数

１ 平均変化率  

２ 微分係数  

３ 導関数  

４ 関数の微分  

５ 接線の方程式 

２節 関数の値の変化 

1 関数の増加と減少

  

  

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【関心・意欲・態度】(a) 平均変

化率，微分係数，導関数の考え方

に関心をもち，調べようとする。

(b)関数の値の変化を調べようと

する。(c)関数のグラフを調べる

際に，微分係数，導関数を活用し

ようとする。         

【数学的な見方や考え方】(a) 導

関数の意味をグラフと関連づけ

て，数学的に考察することができ

る。(b) 導関数の符号から関数の

値の増減を考察することができ

る。       【数学的な技

能】(a) 導関数の定義に従って，

関数を微分することができ, 関数

の和，差及び定数倍の導関数を求

めることができる。(b)接線の方

程式を求めることができる。(c)

関数の増減を調べることで極大

値，極小値を求め, 3次以下の整

関数のグラフをかくことができ

る。                    

【知識・理解】(a) 極限値の意味

を式とグラフから直観的に理解し

ている。(b)接線の意味とその方

程式の求め方を理解している。

(c)極値の意味とその求め方を理

解している。 

授業態度 

提出物  

定期考査
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３ 

学

年

末 

積

分

法 

第６章 微分と積分 

３節 積分  

１ 不定積分  

２ 定積分  

３ 定積分と面積

  

  

  

  

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【関心・意欲・態度】(a) 微

分の逆演算としての積分に関

心をもつ。(b)面積と定積分

の関係に関心をもつ。              

【数学的な技能】関数の和，

差及び定数の不定積分を求め

ることができる。                    

【知識・理解】(a) 微分と積

分の関係を理解している。

(b)定積分の定義を理解して

いる。(c)面積と定積分の関

係について理解する。 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


